
現況一般図

牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

1

(株)ワイド

箕輪町　日向橋

日向橋　現況一般図

1920 2080 2080 2080 1810

10070

657 8756 657

100

1
43
2

1
00
0

71
3
0

90
0

2
00

0

11
0
30

50
0
0

1
00
0

57
3
0

60
0

18
0
0

91
30

50
0
0

10070

657 8756 657

100 1810 2080 2080 2080

14
94

11
74

98 16
6

23
4 27
1

27
1 13

9
5

23
4 1
66

98

200 200

60
0

支間長　23640

橋長　24080

桁長　2404020 20

20

200 200

20桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

下部工断面図

平　面　図

側　面　図 S=1：100

S=1：100

S=1：100

8%直線片勾配

終　点起　点

1：
0.
3

1：
0.3

1：
0.
2

1：
0.2

14
5
7

1
21
0

1
00 10

0

F

M

A2A1

G5

G1

G2

G3

G4

92
0
0

(橋面)

(橋下面)

A1

A2
(下流)

(上流)

終　点起　点

A1橋台 A2橋台
(上流) (下流) (下流) (上流)

3
00

300
300

30
0

1920

60
0

80
0
0

80
0

80
0

4@
19

0
0=

7
60

0

右
66
ﾟ

2
50

50
17

047
0

90
0

90
0

40004000

8000 600600

9200

S=1：50上部工断面図

2%放物線勾配2%放物線勾配

支点部 支間中央部

G1

800 4×1900=7600

G2 G3 G4 G5

800

25
0

9
00

5
0

アスファルト舗装 t=50
RC床版 t=170

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

2

(株)ワイド

補修一般図

箕輪町　日向橋

1920 2080 2080 2080 1810

10070

657 8756 657

100

1
43
2

1
00
0

71
3
0

90
0

2
00

0

11
0
30

50
0
0

1
00
0

57
3
0

60
0

18
0
0

91
30

50
0
0

10070

657 8756 657

100 1810 2080 2080 2080

14
94

11
74

98 16
6

23
4 27
1

27
1 13

9
5

23
4 1
66

98

200 200

60
0

支間長　23640

橋長　24080

桁長　2404020 20

20

200 200

20桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

下部工断面図

平　面　図

側　面　図 S=1：100

S=1：100

S=1：100

8%直線片勾配

終　点起　点

1：
0.
2

1：
0.2

14
5
7

1
21
0

1
00 10

0

日向橋　補修一般図

高力ボルト取替工
F10T･S10T

高力ボルト取替工
F10T･S10T

F

M

A2A1

主構造塗替塗装工

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

橋面防水工･舗装打ち替え工
防水層設置(塗膜系)

ひび割れ注入工

地覆補修工
断面修復工

下部工補修工
断面修復工

下部工補修工
断面修復工

G5

G1

G2

G3

G4

92
0
0

(橋面)

(橋下面)

地覆補修工
断面修復工
ひび割れ注入工

橋面防水工･舗装打ち替え工
防水層設置(塗膜系)

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

高力ボルト取替工
F10T･S10T

高力ボルト取替工
F10T･S10T

下部工補修工
断面修復工

落橋防止システム工
RC縁端拡幅工

落橋防止システム工
RC縁端拡幅工

下部工補修工
断面修復工

落橋防止システム工
RC縁端拡幅工

下部工補修工
断面修復工

落橋防止システム工
RC縁端拡幅工

下部工補修工
断面修復工

A1

A2

アスファルト舗装

アスファルト舗装

1920

落橋防止システム工
RC縁端拡幅工

排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

防護柵補修工
塗替塗装工(Rc-Ⅲ塗装系)
端部支柱追加
ボルト･ナット取付(上流側)

(下流)

(上流)
主構造塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

A1橋台 A2橋台
(上流) (下流) (下流) (上流)

1920

60
0

80
0
0

80
0

80
0

4@
19

0
0=

7
60

0

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

支承塗替塗装工
RC-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

防護柵支柱取付工

防護柵支柱取付工

防護柵塗替塗装工
Rc-Ⅲ塗装系

支承塗替塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
アンカーボルト･ナット取替
ピンチプレート取付工(G1)
排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

落橋防止システム工
RC縁端拡幅工

落橋防止システム工
段差防止材

1：
0.3

1：
0.
3

落橋防止システム工
段差防止材

段差防止材

段差防止材
排水管取替工
ステンレス製

3
00

300

30
0

300

右
66
ﾟ

G1桁A2支承
アンカーボルト・ナット取替
ピンチプレート取付工

2
50

50
17

047
0

90
0

90
0

40004000

8000 600600

9200

S=1：50上部工断面図

2%放物線勾配2%放物線勾配

支点部 支間中央部

G1

800 4×1900=7600

G2 G3 G4 G5

800

橋面防水工･舗装打ち替え工
防水層設置(塗膜系)
アスファルト舗装

地覆補修工
断面修復工

排水管取替工
ステンレス製

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

主構造塗替塗装工

床版補修工
表面保護工

地覆補修工
断面修復工

排水管取替工
ステンレス製

25
0

9
00

5
0

塗替塗装工(Rc-Ⅲ塗装系)
防護柵補修工

端部支柱追加
塗替塗装工(Rc-Ⅲ塗装系)
端部支柱追加
ボルト･ナット取付

防護柵補修工

(下流) (上流)

高力ボルト取替工
Rc-Ⅰ塗装系

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

3

(株)ワイド

箕輪町　日向橋

60
0

20

200 200

20桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

平　面　図

側　面　図 S=1：100

S=1：100

8%直線片勾配

1：
0.
2

1：
0.2

F

M

A2A1

92
0
0

A1

終　点起　点

終　点起　点

80
0
0

60
0

1：
0.
3

1：
0.3

防護柵支柱取付工 防護柵支柱取付工

RC縁端拡幅工

RC縁端拡幅工

排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

φ150

φ150

防護柵支柱取付工

RC縁端拡幅工

排水管取替工
ステンレス製
φ150

排水管取替工
ステンレス製
φ150

防護柵支柱取付工

既設防護柵支柱
防護柵支柱取付工

排水管取替工
ステンレス製
φ150

(下流)

(上流)

成型目地材 L=23.3m

成型目地材 L=23.3m

657

8757

657

10071

A2

伸縮装置後打ちコンクリート

伸縮装置後打ちコンクリート

成型目地材 L=8.8m
端部目地処理材 L=8.8m
成型目地材 L=8.8m

支間長　23640 200

2020 桁長　24040

200

橋長　24080

（上流側）

導水管φ18 L=23.2m
端部目地処理材 L=23.3m

導水管φ18 L=23.2m
端部目地処理材 L=23.3m

導水管φ18 L=8.5m
端部目地処理材 L=8.8m

橋面防水工(塗膜系防水層)
舗装打ち替え工(As舗装 t=50mm)

橋面防水工(塗膜系防水層)
舗装打ち替え工(As舗装 t=50mm)

既設防護柵支柱

防護柵支柱取付工

RC縁端拡幅工
排水管取替工
ステンレス製
φ150

伸縮装置後打ちコンクリート

伸縮装置後打ちコンクリート

日向橋　橋面防水工詳細図(その1)

フレキシブルチューブ止め金具

フレキシブルチューブφ20

750

18
332

400

750

18
400

332

注1)床版をコア抜きする際に、事前に鉄筋探査を行い鉄筋を切断しないようにすること。
　2)　　　　　〃　　　　　　所定の角度で主桁上フランジを削孔しないよう注意すること。

舗装切断工 L=23314

床版水抜きパイプφ48.6

床版水抜きパイプφ48.6

床版水抜きパイプφ48.6

2
50

50
17

0
90

0

40004000

8000 600600

9200

S=1：50上部工断面図

2%放物線勾配2%放物線勾配

800 4×1900=7600

G2 G3 G4 G5

800

25
0

9
00

5
0

50

橋面防水工(塗膜系防水層)
舗装打ち替え工(As舗装 t=50mm)
RC床版 t=170

50

G1

フレキシブルチューブφ20

フレキシブルチューブ止め金具

フレキシブルチューブφ20

フレキシブルチューブ止め金具

ステンレス製
φ150

排水管取替工
ステンレス製
φ150

排水管取替工

5
0

5
0

床版水抜きパイプφ48.6 床版水抜きパイプφ48.6

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

橋面防水工詳細図(1)



牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

4

(株)ワイド

箕輪町　日向橋

床版水抜きパイプ設置詳細図

日向橋　橋面防水工詳細図(その2)

側面図　S=1:20

RC縁端拡幅工

伸縮装置後打ちコンクリート

排水管取替工
ステンレス製
φ150

導水管φ18

注1)床版をコア抜きする際に、事前に鉄筋探査を行い鉄筋を切断しないようにすること。

62
8

90
0

1
8
0

5
0

A部

フレキシブルチューブφ20
L=1.7m

フレキシブルチューブ止め金具

617

1560

55525 363

　2)　　　　　〃　　　　　　所定の角度で主桁上フランジを削孔しないよう注意すること。

床版水抜きパイプφ48.6

舗装端部処理詳細図　S=1:5

フレキシブルチューブ接続部詳細図　S=1:5

（A部）

または樹脂注入

5
0

3
02
0

φ65コア抜き

φ90コア抜き

50

1
59

10

10
5ﾟ
25
'4
8"

アスファルト舗装

防水層(塗膜系)

地覆

歴青系溶剤プライマー

成型目地材 t=5mm

導水管φ18

主桁 主桁

吸水テープ

主桁

導水管φ18

主桁

フレキシブルチューブ

φ152

1.床版水抜きパイプ設置孔の削孔 2.床版水抜きパイプの設置 3.充填材の注入 4.フレキシブルチューブの設置

床版水抜きパイプ施工手順図　S=1:5

断面図　S=1:5

1
59

φ65コア抜き

φ90コア抜き

10

L=1.7m

10
5ﾟ
25
'4
8"

舗装

床版

地覆

床版

地覆

床版

地覆

地覆

床版

橋軸直角方向

(セロシールSS同等品以上）

t=50mm

(幅10～15mm程度)

フレキシブルチューブφ20

5
0

排水管取替工
ステンレス製
φ150

フレキシブルチューブφ20

517

1
7

5

200

15050

1
7
0

5
0

無収縮モルタル

20A Pipe 120x2

シール材充填

10
0

20

溶接

床版水抜きパイプφ48.6

60ﾟ

フレキシブルチューブ止め金具詳細図　S=1:2

t
=
2

M6(M8)タップ

3
4
(
1
0
)

六角M6×25
   (M8×30)

5
0
(
6
4
)

鋼橋用部材
t=9～32

46 (60)
2-φ14孔

丸ビスM4×20,ナット付

t=1

 鋼桁用止金具  締付け板厚t=  9～24
(締付け板厚t= 17～32)

1
4

40

9
.
5

2-φ5.5

橋面防水工詳細図(2)

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



番
号

縮
尺

係
長

課
長

設
計

照
査

牧田一男

工藤博正

25
5

(株)ワイド
照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

箕　輪　町　役　場

図示

町道1号線

箕輪町　日向橋

日向橋　伸縮装置補修図

(補修前)

(補修後)

補 修 数 量 表

撤 去 数 量 表

8.758

補強鉄筋

本

8.758

コンクリートアンカー

0.910

8.758

超速硬コンクリート 0.441

シール材

0.469

寸　法・材　質 A1数量

シリコン系 比重＝1.02

A2数量

kg

m

単　位

m3

140

合　計

280

備　　考

ブロフジョイントCDs型-20用

8.758SS400 SR235 SD345 合成ゴム

〃

4-D13x8.758x0.995

m

　〃

kgE1

（アンカー鉄筋込）140

ブロフジョイントCDs型-35用

バックアップ材

名        名

M16x60(D16x110)

合　計

m3

備　　考名        名 寸　法・材　質

8.758 8.758既設伸縮装置

後打コンクリート

m

A1数量 A2数量単　位

0.483 0.483 0.966

1.314 1.314 2.628

17.516

0.525 0.525 1.050

40004000 600600

9200

137
9

4@1
500

=60
00

137
9

875
8

66°
0'0"

40004000 600600

9200

2
5
0

2
5
0

既設伸縮装置撤去

新設伸縮装置設置
ブロフジョイントCDs型シール材 シール材

2
5
0

2
5
0

シール材

シール材

断　面　図 S=1:50

S=1:50平　面　図

ウレタン系

T1

657

657

34.9 34.9 69.8

シール材処理部断面図　S=1:20

600シール材

（アンカー鉄筋　D16×110）

コンクリートアンカ－ M16×60

2×4-D13×8758

補 強 鉄 筋 T1E1

鉄筋加工図 S=1:10

8758

D16 1　アンカーボディ

2×140-D16×110　M16×60
2　アンカーコーン

ブロフジョイントCDs型-20用

ブロフジョイントCDs型-35用

A2部　車道用

A1部　車道用

桁　側

橋台側

橋台側

桁　側

枠

型

材

枠

型

材

80

250

80

7
5

250

400

150 80

400

15080

8
0

332

150

310 79～114

332

4
0

150

4
0

330

7
5

46～66

8
0

1212

12 12

伸縮装置断面図 S=1:5

超速硬コンクリ－ト

通 し 筋  D13

コンクリートアンカ－ D16
c.t.c.250

D
2
2

現場溶接

コンクリートアンカ－ D16
c.t.c.250

5～40

18

超速硬コンクリ－ト
5～25

現場溶接

コンクリートアンカ－ D16
c.t.c.250

18

D
2
2

通 し 筋  D13

コンクリートアンカ－ D16
c.t.c.250

アスファルト舗装
t=50mm

アスファルト舗装
t=50mm

5
0

8
0

5
0

8
0

シール材充填図　S=1:2

2
0

18

プライマー塗布

シール材

バックアップ材

M F

A1 A2

20 桁 長 24040 20

橋 長 24080

4
0
0
0

4
0
0
0

9
2
0
0

66
°
0'
0"

配　置　図　S=1:150

6
0
0

6
0
0

ブロフジョイントCDs型-35用
車道用

ブロフジョイントCDs型-20用
車道用

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

伸縮装置補修図



(株)ワイド

6
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

下フランジ

44-PL95x9x844

6-PL520x16x545
6-PL170x16x520

8-[250x90x9x13x2080
12-H596x199x10x15x2080
5-H900x300x16x28x24040

5-SOLE.PL200x38x216(Mov)
5-SOLE.PL200x38x300(Fix)

起　点 終　点

（2-2）

4@2080=8319

24040

上フランジ
（1-1）

352-H.T.B M22
44-PL95x9x844

4@2080=8319

5-H900x300x16x28x24040
12-H596x199x10x15x2080
8-[250x90x9x13x2080

24040

起　点 終　点

"A" "B"

20
0

20
0

G1

G2

G3

G4

G5

G1

G2

G3

G4

G5

2036

1710

下
フ
ラ
ン
ジ
上
面

1679

下
フ
ラ
ン
ジ
上
面

843

下
フ
ラ
ン
ジ
下
面

1292

下
フ
ラ
ン
ジ
下
面

2036

ウ
ェ
ブ

上
フ
ラ
ン
ジ

1740

0.226m2
添接板下面

0.058m2
添接板上面

0.091m2
ガセットプレート

8%直線片勾配

A1

A2

20 20桁長　24040

1-H900x300x16x28x24040

128-H.T.B M22

1-SOLE.PL200x38x216(Mov)
1-SOLE.PL200x38x300(Fix)

起　点 終　点

平面図　S=1:100

　S=1:100側面図

主構造塗替塗装工詳細図

1740

下
フ
ラ
ン
ジ

日向橋　主構造補修図(その1)

注)1.部材寸法は既往の資料及びH-BB-C設計資料を基に作成しているため、
　　 現場実測のうえ、製作・施工すること。

現場ケレン工

m2

m2

単位 数量項　目

1式当り

m2

m2

1種ケレン

現場塗替塗装工

部位

鋼部材

支承部

鋼部材

支承部

RC-I

塗替塗装工

　 2.塗装色は監督員と協議の上決定すること。

350 480 350480

440-H.T.B M22

主桁1本当たり

1740

上
フ
ラ
ン
ジ

2036

ウ
ェ
ブ

383.708

383.708

1.520

1.520

支間中央部
（分配横桁）

8-PL95x9x844
48-H.T.B M22x60

25
0

50
17

0
90

0

25
0

90
0

50

9200

600 8000 600

40004000

47
0

90
0

800 4×1900=7600 800

2%放物線勾配2%放物線勾配

G5G4G3G2G1

RC床版 t=170
アスファルト舗装 t=50

2 2

11

4-H596x199x10x15x2080

　S=1：50横桁詳細図
支点部 支間中間部

（端横桁） （中間横桁）

10-PL95x9x844
48-H.T.B M22

8-PL95x9x844
24-H.T.B M22

5-SOLE.PL200x38x216(Mov)
5-SOLE.PL200x38x300(Fix)

25
0

50
17

0
90

0

25
0

90
0

50

9200

600 8000 600

40004000

47
0

90
0

800 4×1900=7600 800

2%放物線勾配2%放物線勾配

G5G4G3G2G1

RC床版 t=170
アスファルト舗装 t=50

2 2

11

4-H596x199x10x15x2080 4-[250x90x9x13x2080

支承詳細図　S=1：5

410

30055

2208015

55

80 15

19
0

55
80

55

410

22080

30055

15 80

55

15 8055 55

190

20
58

18
10

25

10
6

25

20
18

10
58

25

橋軸直角方向 橋軸方向

53

563mm2

1833mm2

53

22
46

5816
42

0.014m2

40 40 35

115

80

20
40

20

25

115

40 40 35

81
20

5

ピンチプレートアンカーボルト

φ28

平面図

S-45型沓
(S45-58)8

20
0

8

"A"部詳細図　S=1:10

200

　S=1:10"B"部詳細図

59 82 59

50
20

0
50

8

ピンチプレート欠損
A2橋台 G1桁
ピンチプレート欠損
A2橋台 G1桁

8
42

42

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

主構造補修図(1)



(株)ワイド

7
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

日向橋　主構造補修図(その2)

注)1.部材寸法は既往の資料及びH-BB-C設計資料を基に作成しているため、
　　 現場実測のうえ、製作・施工すること。
　 2.ボルトの取替は添接板中心の列から外側に向かって1本ずつ行うこと。
　 3.ボルトの取替は、中間横桁(溝形鋼)取付ボルト(F10T)以外の全ての
　 　ボルト(F11T)とする。(中間横桁(溝形鋼)取付ボルトについては、
　 　既設の高力ボルトがF10Tのため取替は不要)

側面図

平面図　S=1:100

　S=1:100

1 12 3 4 3 2

G1

G2

G3

G4

G5

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

端
横
桁

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

端
横
桁

分
配
横
桁

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

主
桁
添
接

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

主
桁
添
接

起　点 終　点

A1 A2

12

10

３

７

５ ２

１ ４

６

８

９ 11

13

(   ～   施工時)

支間長　23640200

桁長　2404020

橋長　24080

200

20

60
0

60
0

92
00

2次施工

90
0

10
00

施
工

ヤ
ー

ド
 5

00
0以

上
車

道
幅

員
 3

00
0以

下

4@
19

00
=7

60
0

80
0

80
0

仮設ガードレール

右側車線施工時

９ 13

G1

G2

G3

G4

G5

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

端
横
桁

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

端
横
桁

分
配
横
桁

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

主
桁
添
接

高
力
ボ
ル
ト
取
替
工

主
桁
添
接

起　点 終　点

A1 A2

仮設ガードレール

12

10

３

７

５ ２

１ ４

６

８

９ 11

13

左側車線施工時

(   ～   施工時)

1次施工

１ ８

支間長　23640200

桁長　2404020

橋長　24080

200

20

施
工
ヤ

ー
ド

 5
00

0以
上

車
道

幅
員

 3
00

0以
下

60
0

60
0

92
00

10
00

90
0

4@
19

00
=7

60
0

80
0

80
0

起　点 終　点

A1

A2

桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

200

20 20

200

8%直線片勾配 床版はつり・復旧
復旧時接着剤塗布
(エポキシ樹脂系 超速硬生コン用)

床版はつり・復旧
復旧時接着剤塗布
(エポキシ樹脂系 超速硬生コン用)

床版はつり・復旧
復旧時接着剤塗布
(エポキシ樹脂系 超速硬生コン用)

1 12 3 4 3 2

凡例)　　　…床版はつり・復旧
 　　　□　…上フランジボルト取替順

高力ボルト取替工(1)

高力ボルト取替工　施工手順

　　　 (橋面防水･アスファルト舗装)

　　 　(仮設ガードレール設置)

　　 　(仮設ガードレール移動･設置)
STEP13　STEP3～11施工
STEP14　交通規制解除
　　 　(仮設ガードレール撤去)

STEP1 　交通規制(片側交互通行)

STEP2 　アスファルト舗装切断
STEP3 　アスファルト舗装撤去

STEP10　床版コンクリート打設

STEP4　 床版コンクリート取り壊し
　　 　(ウォータージェット工法)
STEP5　 旧高力ボルト取り外し
STEP6　 新高力ボルト取り付け
STEP7　 軸力導入
STEP8　 検査
STEP9　 上フランジ上面(添接板)塗装

　　　 (超速硬コンクリート)
STEP11　路面復旧

STEP12　反対車線施工

1本ずつ行う 繰り返し

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

主構造補修図(2)

※施工に関しては参考図



(株)ワイド

8
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

主構造補修図(3)

注)1.部材寸法は既往の資料及びH-BB-C設計資料を基に作成しているため、
　　 現場実測のうえ、製作・施工すること。
　 2.ボルトの取替は添接板中心の列から外側に向かって1本ずつ行うこと。
　 3.ボルトの取替は、中間横桁(溝形鋼)取付ボルト(F10T)以外の全ての
　 　ボルト(F11T)とする。(中間横桁(溝形鋼)取付ボルトについては、
　 　既設の高力ボルトがF10Tのため取替は不要)

高力ボルト取替工(2)

日向橋　主構造補修図(その3)

凡例)　　　…床版はつり・復旧

高力ボルト取替工　施工手順

　　　 (橋面防水･アスファルト舗装)

　　 　(仮設ガードレール設置)

　　 　(仮設ガードレール移動･設置)
STEP13　STEP3～11施工
STEP14　交通規制解除
　　 　(仮設ガードレール撤去)

STEP1 　交通規制(片側交互通行)

STEP2 　アスファルト舗装切断
STEP3 　アスファルト舗装撤去

STEP10　床版コンクリート打設

STEP4　 床版コンクリート取り壊し
　　 　(ウォータージェット工法)
STEP5　 旧高力ボルト取り外し
STEP6　 新高力ボルト取り付け
STEP7　 軸力導入
STEP8　 検査
STEP9　 上フランジ上面(添接板)塗装

　　　 (超速硬コンクリート)
STEP11　路面復旧

STEP12　反対車線施工

1本ずつ行う 繰り返し

　S=1：50上部工断面図

G5G4G3G2G1

4@1900=7600800 800

600

9200

600

端横桁
(1-1)

8000

12-T.C.B M22x55(S10T)/箇所

G5G4G3G2G1

4@1900=7600800 800

600

9200

600

中間横桁
(2-2)

8000

取付ボルトF10Tのため、取替不要

G5G4G3G2G1

4@1900=7600800 800

600

9200

600

右側車線施工時

車両通行幅 3000以下 施工ヤード 5000以上

仮設ガードレール

(   ～   施工時)

2次施工

９ 13

G5G4G3G2G1

4@1900=7600800 800

600

9200

600

(   ～   施工時)

300 300

1次施工
左側車線施工時

１ ８

車両通行幅 3000以下施工ヤード 5000以上

仮設ガードレール

300

5
0

16
0

50
19

8

5
0

23
6

(3-3)
主桁添接

50
19

8

300

5
0

16
0

300

WEB   64-T.C.B M22x 75(S10T)/箇所

G5G4G3G2G1

4@1900=7600800 800

600

9200

600

右側車線施工時

車両通行幅 3000以下 施工ヤード 5000以上

仮設ガードレール

(   ～   施工時)

50
19

6

2次施工

９ 13

G5G4G3G2G1

4@1900=7600800 800

600

9200

600

分配横桁
(4-4)

(   ～   施工時)

1次施工
左側車線施工時

１ ８

車両通行幅 3000以下施工ヤード 5000以上

仮設ガードレール

5
0

23
4

(1151)
1070

50
19

6

(1151)
1070

WEB   12-T.C.B M22x55(S10T)/箇所

U.FLG 20-H.T.B M22x75(F10T)/箇所
       4-H.T.B M22x85(F10T)/箇所

L.FLG 40-T.C.B M22x70(S10T)/箇所

注)車両通行幅は、地覆内側より仮設ガードレール
　 内側までを3.0m以下とする。

(1151)
1070

U.FLG 28-H.T.B M22x100(F10T)/箇所

L.FLG 32-T.C.B M22x105(S10T)/箇所

　S=1:10 　S=1:10分配横桁詳細図

下フランジ

上フランジ

3
0
0

940

１３５７９ ２ ４ ６ ８1113 10 12 14

上フランジ

1151

1
9
9

１ ２３５７９11 ４ ６ ８ 10 12

11 １３５７９13 ２ ４ ６ ８ 10 12 14

40-T.C.B M22x70(S10T)/箇所

１

２

４

６

３

５

ウェブ

１

２

３

５

７

４

６

８

5
0

2
3
6

940

64-T.C.B M22x75(S10T)/箇所

１ ２３５７
４ ６ ８

下フランジ

１３５７９ ２ ４ ６ ８1113 10 12 1415 16

主桁添接部詳細図

復旧時接着剤塗布
エポキシ樹脂系
超速硬生コン用

床版はつり・復旧

復旧時接着剤塗布
エポキシ樹脂系
超速硬生コン用

復旧時接着剤塗布
エポキシ樹脂系
超速硬生コン用

床版はつり・復旧

床版はつり・復旧

　 ～　 ･　 ～　 　 ･　 ･　 

20-H.T.B M22x75(F10T)/箇所(　 ～　 )

 4-H.T.B M22x85(F10T)/箇所(　 ・　 )

(
1
9
8
)

(
1
6
0
)

取替順(列) 取替順(列)

取替順(列)

取
替
順
(
ボ
ル
ト
)

取
替
順
(
列
)

取替順(ボルト)

取替順(列)

９２１1310８３

２

12

１

３28-H.T.B M22x100(F10T)/箇所

32-T.C.B M22x105(S10T)/箇所

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

※施工に関しては参考図



(株)ワイド
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25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

支承補修図(1)

ジャッキアップ補剛材詳細図　S=1:20

施工フロー

準備工

足場組立

芯出し素地調整

仮支点補強材仮取付 鋼桁に仮取付けする。

鋼桁ボルト孔明

仮支点補強材取付

高力ボルト本締め

鋼桁材のボルト孔及び

ピン孔に沿って、鋼桁に

孔明けをする。

ジャッキ設備設置

反力受替(ジャッキアップ)

仮受材固定架台設置

ジャッキに反力が移行した

時点で、圧力を停止する。

ジャッキアップは、ゆっくり行う。

RC縁端拡幅工 先行施工

はつり部の清掃

既設沓座モルタルはつり ウォータージェット工法

100

630300 200 20164

1

端横桁下フランジ切断

既設コンクリート撤去

仮受材

フラットジャッキ
FJ-80

1

RC縁端拡幅工

3
3
5

45 45

300

8
4
4

2
8

2
8

9
0
0

製作数:2

(ボルト孔塞ぎとして残す)

2-2

3
3
5

100100 410

1-1

既設コンクリート撤去

RC縁端拡幅工

9
5
0

2
7
1

3
8
2

160
0

3
0
0 1
99
0

1
9

9
0

190

800

400

120
0

400

9090 9090

平面図

既設コンクリート撤去

仮受材

フラットジャッキ
FJ-80

1
0
0

4
1
0

1
0
0

数量表
名称

鋼重

HTB M22

単位

本

φ24.5 個

SS400

kg
F10T

数量

φ28x500アンカーボルト･ナット

鋼桁現場孔明工

2組

m3無収縮モルタル

ピンチプレート PL t=25

45

90

4545

90

45
45

90

4545

90

45

4
0

4
0
0

8
0

8
0 4
0

4
0
0 1
0
5

1
0
5 1
1
0

新設部材 8-φ26.5孔明
既設部材 8-φ24.5孔明

新設部材 6-φ26.5孔明

6-H.T.B M22x60(F10T)

8-H.T.B M22x115(F10T)
4-FILL PL90x19x380(SS400)

2
0

3
8
0

2

2

300164 630 200 20

RC縁端拡幅工

1
0

3
4
5

100

36 36φ28

ピンチプレート取付

アンカーボルト取替の際に

アンカーボルト･ナット取替

沓座モルタル打設

仕上げ

養生

反力受替(ジャッキダウン)

ジャッキ設備撤去

足場解体

後片付け

仮支点補強材撤去

鋼桁ボルト孔を塞ぐ 高力ボルトで鋼桁孔を塞ぐ

仮受材固定架台解体撤去

高力ボルト締付解除

沓座モルタルの状態を確認しながら

ゆっくりとジャッキダウンする。

・
ピンチプレート取付

3
4
5

1
0

100

φ28

ピンチプレート取付

端横桁下フランジ切断

ピンチプレート取付

日向橋　支承補修図(その1)

(A2橋台 G1桁)

アンカーボルト･ナット取替

アンカーボルト･ナット取替

アンカーボルト･ナット取替

端横桁下フランジ切断

0.02

1
2
0

1
2
0

45
19
16
19
45

28

16

φ2836

100

3636 36

支障となる部分を切断する。
端横桁下フランジ切断

(補修後沓座モルタル打設)

(補修後沓座モルタル打設)

(補修後沓座モルタル打設)

700

100

kg 2.8

kgPL t=19 40.8

kg 42.6L 90x90x10

17.4

注)1.部材寸法は既往の資料及びH-BB-C設計資料を基に作成しているため、
　 　現場実測のうえ、製作・施工すること。

(仮支点補強材)

側面図

　 2.主構造補修工は支承補修後に施工すること。

メタルタッチ

メタルタッチ

4-L90x90x10x400(SS400)

100

1
6

位置図　S=1:200

起　点 終　点

G1

G2

G3

G4

G5

A1 A2 支承補修工

1
6
5

3
3
5

6
@
5
=
3
0
0

3
5

6
0

53.1

4

5
0
0

2
2

φ28

アンカーボルト詳細図　S=1:5

R12.
5

側面図

平面図

ピンチプレート詳細図　S=1:2

φ
31

40 40 35

8
0

115

2
0

4
0

2
0

40 3540

2
5

115

2-PL80x25x115(SS400) W=1.383kg/個

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



(株)ワイド

10
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

支承補修図(2)

側面図

200 20

仮受材詳細図

2
7
1

9
5
0

300 300

フラットジャッキ
FJ-80

1
5
2

仮設用テーパープレート

仮設用ベースプレート

仮受材
仮設用テーパープレート

仮受材
(サンドル材)

サンドル材
仮設用ベースプレート

285 100190

160
0

3
0
0

190

800

400

120
0

400

平面図

4
1
0

300 300 285 100

　S=1:20

日向橋　支承補修図(その2)

300164 630 200 20

700

100

164 630300

既設コンクリート撤去

端横桁下フランジ切断

(補修後沓座モルタル打設)

アンカーボルト･ナット取替
ピンチプレート取付

端横桁下フランジ切断

既設コンクリート撤去

ピンチプレート取付

(補修後沓座モルタル打設)

アンカーボルト･ナット取替

1000

仮受材

フラットジャッキ FJ-80

RC縁端拡幅工
φ300

鋼製山留H200x200
L=0.5m

ジャッキアップ補剛材
L90x90x10

ジャッキアップ補剛材
L90x90x10

鋼製山留H200x200
L=0.5m

RC縁端拡幅工

(A2橋台 G1桁)

テーパープレート

種別 単位 数量

1

1

摘要

ベースプレート

枚

枚

枚

枚

PL 300x36x300 2

PL 300x 9x300 2

ベースプレート PL 300x25x300 17.7kg

PL 300x16x600ベースプレート 22.6kg

50.9kg

12.7kg

名称

仮受材数量表

1フラットジャッキ

PL 300x50x150

組

枚

油圧ポンプ・ホースその他FJ-80(φ300)

サンドル材 70.7kg4

1枚ベースプレート PL 500x22x1000 86.4kg

鋼製山留 H-200x200x500 5個 137.5kg

注)1.部材寸法は既往の資料及びH-BB-C設計資料を基に作成しているため、
　 　現場実測のうえ、製作・施工すること。
　 2.主構造補修工は支承補修後に施工すること。

位置図　S=1:200

起　点 終　点

G1

G2

G3

G4

G5

A1 A2
支承補修工

FKKフラットジャッキ

水圧ポンプ

高圧ゴムホース

L=4.0m

L=0.65m

L=0.65m

L=0.2m

FJ-80（φ300）

スケジュール管

　

　0.65m　×　2箇所　＝　1.3m

　0.2 m　×　1箇所　＝　0.2m

 1.5 ≒ 2m

フラットジャッキFJ-80（φ300）　単独配管図

1個

1台

1本

11個所

数

数

2ｍ

1個

1個

5個

1個

2個

1個

1台フラットジャッキ本体

品　名

部品表

記号

チーズ

品　名

液圧圧力計

高圧ゴムホース

水圧ポンプ

リース品

記号

スケジュール管

部品組立

ストッパー

継手Ku(予備1ヶ含む)

継手Kc

ブッシング

ストップバルブ

ニップル異径

　S=1:10

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

11

(株)ワイド

床版･地覆補修図

箕輪町　日向橋

平面図

ひび割れ注入工 １ L=0.65m

ひび割れ注入工 ２ L=0.44m

ひび割れ注入工 ３ L=0.69m

ひび割れ注入工 ４ L=0.17m

ひび割れ注入工 ５ L=0.12m

ひび割れ注入工 ６ L=0.21m

ひび割れ注入工 10 L=0.76m

ひび割れ注入工 ９ L=0.70m

ひび割れ注入工 ８ L=0.28m

ひび割れ注入工 ７ L=0.13m

1 1

外側

ひび割れ注入工 11 L=0.47m

ひび割れ注入工 12 L=0.47m

ひび割れ注入工 13 L=0.47m

(1-1)

平面図

ひび割れ注入工 15 L=0.10m

ひび割れ注入工 14 L=0.20m

ひび割れ注入工 16 L=0.80m

ひび割れ注入工 17 L=0.21m

ひび割れ注入工 18 L=0.20m

ひび割れ注入工 19 L=0.15m

ひび割れ注入工 20 L=0.15m

ひび割れ注入工 21 L=0.20m

ひび割れ注入工 22 L=0.20m

ひび割れ注入工 23 L=0.15m

ひび割れ注入工 24 L=0.20m

ひび割れ注入工 25 L=0.80m

ひび割れ注入工 26 L=0.20m

ひび割れ注入工 27 L=0.25m

ひび割れ注入工 28 L=0.55m

ひび割れ注入工 29 L=0.30m

ひび割れ注入工 30 L=0.22m

ひび割れ注入工 31 L=0.20m

ひび割れ注入工 32 L=0.80m

ひび割れ注入工 33 L=0.20m

ひび割れ注入工 34 L=0.30m

ひび割れ注入工 35 L=0.30m

ひび割れ注入工 62 L=0.12m

ひび割れ注入工 61 L=0.80m

ひび割れ注入工 60 L=0.63m

ひび割れ注入工 59 L=0.20m

ひび割れ注入工 58 L=0.23m

ひび割れ注入工 57 L=0.28m

ひび割れ注入工 56 L=0.30m

ひび割れ注入工 55 L=0.27m

ひび割れ注入工 54 L=0.20m

ひび割れ注入工 53 L=0.22m

ひび割れ注入工 52 L=0.27m

ひび割れ注入工 51 L=0.20m

ひび割れ注入工 50 L=0.18m

ひび割れ注入工 49 L=0.50m

ひび割れ注入工 48 L=0.16m

ひび割れ注入工 47 L=0.30m

ひび割れ注入工 46 L=0.15m

ひび割れ注入工 45 L=0.20m

ひび割れ注入工 44 L=0.50m

ひび割れ注入工 43 L=0.60m

ひび割れ注入工 42 L=0.33m

ひび割れ注入工 41 L=0.25m

ひび割れ注入工 40 L=0.12m

ひび割れ注入工 39 L=0.35m

断面修復工 １ 100x100

ひび割れ注入工 38 L=0.40m

ひび割れ注入工 37 L=0.70m

ひび割れ注入工 36 L=0.48m

外側

ひび割れ注入工 63 L=0.40m

起点

起点

終点

終点

2 2

(2-2)

日向橋　床版・地覆補修図

下流側

上流側

地覆補修図　S=1:100

　S=1:100床版補修図

ポリマーセメント系モルタル

鉄筋露出

コンクリート剥離

鉄筋防錆処理

断面修復

3
0

*断面修復の深さは、3cmとするが、現地状況により変更する。

断面修復工
(左官工法)

＊

含浸材塗布工

注）商品名は参考とする

2　アルコキシシラン化合物塗布

1　下地処理工（サンダーケレン）

（パーミエイトHS-360　0.1kg/m2）

取付パイプ

(エポキシ樹脂注入充填) ゴム加圧式注入器

エポキシ樹脂系シール材

ひび割れ

ひび割れ注入工

断面修復工 １ 1500x400

起点 終点

（橋下面）

平面図

（下流）

（上流）

G1

G5

G4

G3

G2

表面保護工
含浸材塗布 延長L=7.744m

G5G4G3G2G1

支間中央部支点部

2%放物線勾配 2%放物線勾配

アスファルト舗装 t=50
RC床版 t=170

2
50

50
17

047
0

90
0

90
0

40004000

8000 600600

9200

800 4×1900=7600 800

25
0

9
00

5
0

上部工断面図 S=1：50

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



(株)ワイド
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25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

3
5
0

1
0
9
0

6

3
0
0

83

既設支柱

アンカーボルト

アンカープレート

リブプレート

393

6
0
0

2
5
0

207

600

1
9
0

 S=1:20 断面図 

塗替塗装詳細図

現場塗装塗り替え工

施工手順

3種ケレン現場ケレン工

RC-Ⅲ現場塗装塗り替え工 m2

2 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(鋼板露出部のみ)(200) g/m2

6 弱溶剤形フッ素樹脂塗料上塗

5 弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗

4 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

3 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

1 素地調整 3種

下塗り

中塗り

上塗り

素地調整

下塗工

中塗工

上塗工

完了

200  g/m2

200  g/m2

140  g/m2

120  g/m2

m2

単位 数量項　目

1式当り

(RC-Ⅲ塗装系)

塗 装 工

日向橋　防護柵補修図(その1)

74.0

74.0 注)1.形状設定は、既往資料と現地調査結果を元にモデル化したものである。
　 2.施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。
   3.現地にて各部寸法を再度確認の上、施工すること。

   5.( )内寸法は上流側を示す。
   4.既設防護柵のナットに緩みが生じている場合は、塗装前に締め直すこと。

位 置 図 S＝1：200

上流

下流

支柱追加 支柱追加

支柱追加支柱追加

防護柵塗替塗装工

始点 終点

A1 A2

24040

500910910500 910 910

24640

10@2000=20000

2
0
7

6
0
0

3
9
3

24040

500

9
0
0 3
0
0

60
0

500910910910

24640

910 10@2000=20000

起　点 終　点

正 面 図

起　点 終　点

S＝1：50

M16x35

M16x35

穿孔 2-18x24長孔穿孔 2-18x24長孔

100100

150

1
5
0

笠木取り外し･再設置

支柱追加

穿孔 2-18x24長孔穿孔 2-18x24長孔

100 100

笠木取り外し･再設置

支柱追加

平 面 図

 下 流 側 

S＝1：50

100

100

100

100

支柱追加

穿孔 2-18x24長孔

穿孔 2-18x24長孔

笠木取り外し･再設置

5
0

150

展開面積A=0.3568m2

100

100

100

100

支柱追加

穿孔 2-18x24長孔

穿孔 2-18x24長孔

笠木取り外し･再設置
150

周長L=827mm

3
5
0

50

2.3
A

A

A-A

M20

M20

250160

160250

160

160

150

150ナット取り付け(上流側)

ボルト･ナット取り付け(上流側) ボルト･ナット取り付け(上流側)　ナット取り付け(上流側)
M20 M16x35

ボルト･ナット取り付け(上流側) ボルト･ナット取り付け(上流側)　
M16x35

ナット取り付け(上流側)
M20

ナット取り付け(上流側)

 S=1:3  ブラケット 

100

200

7
0

3
1

4
.
5

(78)90.5 90.5

22x50長孔

2-22x28長孔

L=0.363m

重複部重複部

重複部重複部

重複部

重複部
78

90.5

300

90.5

防護柵補修図(1)

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

13

(株)ワイド

 S=1:10  支柱加工図 

250

1
4
0

200

1
6

9
0
0
（

笠
木

含
む
 
）

6
0
0

2
9
6
.
8

8
9
6
.
8

2-18x24長孔

φ22（貫通孔）

φ114.3x4.5

170

250

2
5
0

1
7
0

4
0

4
0

40404-φ30

平面図

側面図

φ26 φ26 4-M22 埋込深さ=180mm
穿孔径φ26mm 穿孔長L=190mm

(A-A)
断面図

6
1
0

φ114.3x4.5

○

○

ベースプレート  S=1/10

笠木取付用ボルト

ブラケット取付用ボルト

ビーム取付用ボルト

PL140x4.0x250

笠木

M16x35(6.8)

[150x50x3.2

M20x145(4.6)

M16x35(6.8)

A

 S=1:10 取付詳細図 

日向橋　防護柵補修図(その2)

207

1
6

393

600

2
5
0

A

支柱･ボルト・ナット取付工詳細図

1式当り

数量

支柱

単位

φ114.3x4.5 L=900

M22

項　目

本

本

4

16

支柱取付工

部品数量表

工　種

樹脂アンカー R-22SN

樹脂アンカー R-22SN

注)1.形状設定は、既往資料と現地調査結果を元にモデル化したものである。
　 2.施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。
   3.現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

ブラケット

ボルト・ナット

t=4.5mm

ブラケット取付用 M20x145

個

本

本

本

4

4

笠木取付用 　　　M16x35 

ビーム取付用 　　M16x35 

8

8

本ボルト･ナット取付工

ナット取付工

ボルト・ナット 3

2

ビーム取付用 　　M16x35 

ナット 個ブラケット取付用 M20用

16アンカーボルト･ナット M22x230 本

 ブラケット取付用ボルト  S=1:1.5

φ40

3
5

1
4
5

3
.
2

M20(4.6)

1
6

 笠木・ビーム取付用ボルト  S=1:1.5

φ
4
0

35

133.23.2

M16(6.8)

 ブラケット  S=1:3 

300

100

200

7
0

3
1

4
.
5

22x50長孔

2-22x28長孔

注入材

0.041ｋｇ/本

防護柵補修図(2)

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

{(0.0262-0.0222)×π×1/4×0.19}×1,200×1.15=
箕輪町　日向橋



箕輪町　日向橋

牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

14

(株)ワイド

排水装置補修図(その1)　S=1:100

(上流) (下流)

M

F

M

F

A1 A2 A1 A2

8%直線片勾配 8%直線片勾配

20

200 200

20桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

1
90
6

2000

16
7
9

2939

11
5
13

50

11
5
1
35
0

20

200 200

20桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

1
90
6

1
67

9

20
00

17
39
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排水装置補修図(その3)　S=1:20
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2.排水管は、NETIS No.CB-980013-Vに準ずる。

注）

但し、ボルト類はHDZ35とする。

(JIS H 8641 2種　HDZ55) 仕上げを行う。 

3.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

1.特記なき材質はすべてSUS304とする。
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排水装置補修図(4)

高気密ステンレス排水装置

2.排水管は、NETIS No.CB-980013-Vに準ずる。

注）

但し、ボルト類はHDZ35とする。

(JIS H 8641 2種　HDZ55) 仕上げを行う。 

3.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

1.特記なき材質はすべてSUS304とする。
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*断面修復の深さは、5cmとするが、現地状況により変更する。
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平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

橋座縁端拡幅計画図



箕輪町　日向橋

(株)ワイド

20
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

縁端拡幅配筋図
A1橋台　橋座

摘　要

(平均長)

D16

D16

D16

質　量

(kg)

1.56

1本当たり質量

(kg/m)

単位質量

A2

本　数

B2

(mm)

長さ
径

1.56

記　号

A1

B1

B3

(kg)

kg合計

D16

D19 アンカー鉄筋

1.56

10130 15.80

15.469910

1
4
9
4

10070

1
2
1
0

5
5
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9
5
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0

2
0
0

アンカー配置図　S=1:50
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0
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10070

1
0
0
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1
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0
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B1 D16

正　面　図　S=1:50 　S=1:50断　面　図
( A - A )

9
5
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4
0
0

8
0
0

4
0
0

1
2
0
0

100100

10070

A

　S=1:50平　面　図

　S=1:50鉄筋加工図

9902 9902

A1 D19
(アンカー鉄筋)

A2 D19
(アンカー鉄筋)

185 28532@300=9600

285 31@300=9300

285 28531@300=9300

1
5
7

1
5
74
3
6

 B3 D16

1
0
0

3
0
0

300 100

B3 D16

1
5
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1
5
74
3
6

R57
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152

1
7
9

A1 33-D19x820

R57

90

2
2
8

321

A2 33-D19x640

430

230

7
7
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B1 34-D16x1440

4
7
～

1
7
8

4
7
～

1
7
8

B2 3-D16x10130(平均長) B3 5-D16x9910

 B3 D16

 B2 D16

D19

D19

820

640

33

33

2.25

2.25

1440 34

3

5

1.85 61

1.44 48

2.25 77

48

78

109

203

312

橋座縁端拡幅鉄筋質量

注1)縁端拡幅コンクリートの強度は、σck=24N/mm2とする。

　2)鉄筋の材質は、SD345 とする。

　3)鉄筋の加工は現地再調査のうえ決定すること。

　　の接着剤を塗布する。

　　避けるようにする。

　5)鉄筋位置変更等の場合は、必要に応じて応力照査を行うこと。

　6)縁端拡幅部の既設橋台前面は、チッピングのうえエポキシ樹脂系

日向橋　A1橋台橋座縁端拡幅配筋図

285 100

　7)　　は既設鉄筋を示す(推定)。
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　4)施工に当たっては鉄筋探査を行い、極力既設鉄筋の切断は

アンカー詳細図　S=1:5
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アンカー鉄筋　A1  D19
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アンカー鉄筋　A2  D19

エポキシ樹脂充填
削孔径φ29　L=295
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285 267

55210

100

73

300

チッピング t=10mm
接着剤塗布

注入材1.0本当り

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

{(0.0292-0.0192)×π×1/4×0.295}×1,200×1.15= 0.153ｋｇ/本



箕輪町　日向橋

(株)ワイド

21
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

縁端拡幅配筋図
A2橋台　橋座

摘　要

(平均長)

D16

D16

D16

質　量

(kg)

1.56

1本当たり質量

(kg/m)

単位質量

A2

本　数

B2

(mm)

長さ
径

1.56

記　号

A1

B1

B3

(kg)

kg合計

D16

D19 アンカー鉄筋

1.56

10130 15.80

15.469910

5
5
0

9
5
0 2
0
0

2
0
0

アンカー配置図　S=1:50

1
0
0

1
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正　面　図　S=1:50 　S=1:50断　面　図
( A - A )
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4
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0

1
2
0
0

100100

10070

　S=1:50平　面　図

　S=1:50鉄筋加工図

9902 9902

A1 D19
(アンカー鉄筋)

A2 D19
(アンカー鉄筋)

28532@300=9600

285 28531@300=9300

285 28531@300=9300

1
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7

1
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6

 B3 D16
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A1 33-D19x820 A2 33-D19x640 B1 34-D16x1440
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B2 3-D16x10130(平均長) B3 5-D16x9910

 B3 D16

 B2 D16
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33

33

2.25

2.25

1440 34

3

5

1.85 61

1.44 48

2.25 77

48

78
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312

橋座縁端拡幅鉄筋質量

注1)縁端拡幅コンクリートの強度は、σck=24N/mm2とする。

　2)鉄筋の材質は、SD345 とする。

　3)鉄筋の加工は現地再調査のうえ決定すること。

　　の接着剤を塗布する。

　　避けるようにする。

　5)鉄筋位置変更等の場合は、必要に応じて応力照査を行うこと。

　6)縁端拡幅部の既設橋台前面は、チッピングのうえエポキシ樹脂系
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日向橋　A2橋台橋座縁端拡幅配筋図
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　7)　　は既設鉄筋を示す(推定)。
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　4)施工に当たっては鉄筋探査を行い、極力既設鉄筋の切断は

アンカー詳細図　S=1:5
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平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事



(株)ワイド

22
25 図示

縮
尺

番
号

照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

箕　輪　町　役　場

町道1号線

課
長

係
長

工藤博正

牧田一男

箕輪町　日向橋

段差防止構造図

日向橋　落橋防止システム工
段差防止構造図

G1桁

A1

A2

A1

A2

G2桁
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段差防止材

段差防止材

段差防止材

段差防止材
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8%直線片勾配
8%直線片勾配

　S=1:100
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注1)施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。
　2)現地にて各部寸法を再度確認の上、施工すること。
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ボルト 2-M16xL(SUS304)
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※スペーサーブロック枚数、ボルト長さは寸法表参照
 (L=56+20xN N:スペーサー枚数)

2-M16xL

なお製品ボルトは、5mm単位で切上げたものを使用する
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側面図　S=1:20
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牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

23

(株)ワイド

箕輪町　日向橋

施工要領図(1)

200 200支間長　23640

橋長　24080

桁長　2404020 20

20

200 200

20桁長　24040

支間長　23640

橋長　24080

平　面　図

側　面　図 S=1：100

S=1：100

8%直線片勾配
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施工フロー

シート張り防護
朝顔工

全面吊り足場
板張り防護

終　点起　点
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0
0

80
0
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0

4@
19

0
0=

7
60

0

60
0

日向橋　施工要領図(その1)

・全面吊り足場撤去

ステップ 2　橋面工施工時

ステップ 1　仮設材施工

・全面吊り足場設置

ステップ 3　仮設材施工

・舗装撤去

・伸縮装置取替

・防護柵補修

・橋面防水・舗装敷設

ステップ 2　橋梁下面施工時

・床版･主構造･支承補修

シート張り防護
朝顔工

全面吊り足場
板張り防護

(橋下面)

(上流)

(橋面)

(下流)

15
0
0

15
00

上部工断面図　S=1：50

40004000

8000 600600

9200

2%放物線勾配2%放物線勾配
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60
0

シート張り防護

朝
顔

朝
顔

1500

板張り防護

たてじ(@1800)

足場チェーン

ころばし 安全ネット 板張り防護足場チェーンはな止め
シート張り防護

床版･主構造･支承･排水管･地覆･防護柵補修用足場

1500

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

※施工に関しては参考図



牧田一男

工藤博正

係
長

課
長

町道1号線

箕　輪　町　役　場

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

設
計

照
査

番
号

縮
尺 図示25

24

(株)ワイド

箕輪町　日向橋

施工要領図(2)

日向橋　施工要領図(その2)

S=1：100

A1橋台
(上流) (下流)
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下部工正面図
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　S=1:100

単管傾斜足場(正面)
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橋長　24080
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(
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ステップ1 足場の設置

ステップ2 支保工の設置

 パイプサポート支保工を設置する。

ステップ4 支保工の撤去

ステップ5 段差防止材の施工

ステップ6 排水管補修の施工

･既設排水管撤去
･新設排水管取付

･断面修復工

ステップ7 下部工補修の施工

ステップ8 足場の撤去

施工フロー
(2-2)

･A1･A2橋座RC縁端拡幅下面に

ステップ3 A1･A2橋座RC縁端拡幅の施工

･鉄筋配筋
･型枠設置

･コンクリート打設

単管傾斜足場(正面)単管傾斜足場(正面)

･A1･A2橋台正面に単管傾斜足場

単管傾斜足場(側面)
単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

単管傾斜足場(側面)

 側面に単管傾斜足場を設置する。
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G1

G2

G3

G4

G5

平面図
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A1 A2
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G1

G2

G3

G4

G5

平面図

橋長　24080起　点 終　点

A1 A2

仮設ガードレール

　S=1:100

仮設ガードレール

左側車線施工時

右側車線施工時

地覆補修工
断面修復工
ひび割れ注入工 防水層設置(塗膜系)

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

アスファルト舗装

排水管取替工
ステンレス製

防護柵補修工

端部支柱追加

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

地覆補修工

伸縮装置取替工

排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

伸縮装置取替工

橋面防水工・舗装打ち替え工

橋面防水工・舗装打ち替え工

ボルト・ナット取付(上流側)

塗替塗装工(Rc-III塗装系)

片側交互通行

片側交互通行

日向橋　施工要領図(その3)

高力ボルト取替工
主桁添接部・分配横桁部
（床版撤去・復旧）

高力ボルト取替工
主桁添接部・分配横桁部
（床版撤去・復旧）

高力ボルト取替工
主桁添接部・分配横桁部
（床版撤去・復旧）

高力ボルト取替工
主桁添接部・分配横桁部
（床版撤去・復旧）

・仮設ガードレール設置

ステップ 1　仮設材施工

・橋梁地覆補修等足場設置

・舗装撤去

左側車線施工時

ステップ 2　左側車線橋面工施工時

施工フロー

G5G4G3G2G1

主桁添接部
支間中央部

（分配横桁）

仮設ガードレール

施工ヤード 5000以上
8000

G5G4G3G2G1

支点部 支間中間部
（端横桁） （中間横桁）

仮設ガードレール

施工ヤード 5000以上
8000

地覆補修工
断面修復工

防護柵補修工

端部支柱追加

地覆補修工
断面修復工

端部支柱追加

防護柵補修工

　S=1：50上部工断面図

排水管取替工
ステンレス製

排水管取替工
ステンレス製

防水層設置(塗膜系)
アスファルト舗装

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

防水層設置(塗膜系)
アスファルト舗装

伸縮装置取替工
鋼製荷重支持型

橋面防水工・舗装打ち替え工

橋面防水工・舗装打ち替え工

ボルト・ナット取付

塗替塗装工(Rc-III塗装系)

塗替塗装工(Rc-III塗装系)

・伸縮装置取替

・地覆補修工・防護柵取替

・橋面防水・舗装敷設

ステップ 3　仮設材施工

・橋梁地覆補修等足場設置

・橋梁地覆補修等足場撤去

・舗装撤去

ステップ 4　右側車線橋面工施工時

右側車線施工時

・排水管取替

・仮設ガードレール移動・設置

・高力ボルト取替(床版内部)

・伸縮装置取替

・橋面防水・舗装敷設

ステップ 5　仮設材施工

・仮設ガードレール撤去

・橋梁地覆補修等足場撤去

・地覆補修工・防護柵取替

・排水管取替

・高力ボルト取替(床版内部)

平成29年度 社会資本整備総合交付金事業橋梁補修工事

※施工に関しては参考図




